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宿
泊
所
職
員
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

 

  
宿
泊
所
職
員
就
業
規
則
（
昭
和
４
７
年
規
程
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）
 

改
 
正
 
後
 

改
 
正
 
前
 

（
病
気
休
暇
）
 

（
病
気
休
暇
）
 

第
８
条
の
２
 
（
略
）
 

第
８
条
の
２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
休
暇
を
与
え
ら
れ
た
職
員
が
再
び
勤
務
す
る
に
至
っ

た
後
（
第
１
６
条
第
２
項
第
１
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た

期
間
を
除
く
。
）
に
再
び
同
一
の
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
休
暇
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
休
暇
の
期
間
を

通
算
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
負
傷
又
は
疾
病
の
状
況
等
に
よ
り
通
算
す

る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
理
事
長
が
特
に
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。
 

３
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
休
暇
を
与
え
ら
れ
た
職
員
が
再
び
勤
務
す
る
に
至
っ

た
後
１
年
（
第
１
６
条
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ

れ
た
期
間
を
除
く
。
）
以
内
に
再
び
同
一
の
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
休
暇
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
休
暇

の
期
間
を
通
算
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
負
傷
又
は
疾
病
の
状
況
等
に
よ

り
通
算
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
理
事
長
が
特
に
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。
 

４
 
（
略
）
 

４
 
（
略
）
 

（
降
職
、
免
職
及
び
休
職
）
 

（
休
職
）
 

第
１
６
条
 
職
員
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
降
職
し
、
又
は
免
職

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

⑴
 
勤
務
成
績
が
良
く
な
い
場
合
 

⑵
 
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
遂
行
に
支
障
が
あ
り
、
又
は
こ
れ
に
堪
え
な

い
場
合
 

⑶
 
前
２
号
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
そ
の
職
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く
場

第
１
６
条
 
職
員
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
意
に
反
し
て
こ

れ
を
休
職
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

⑴
 
疾
病
負
傷
の
た
め
医
師
の
診
断
に
よ
り
長
期
の
休
養
を
要
す
る
と
認
め
た

と
き
。
 

⑵
 
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
さ
れ
た
場
合
 

 
⑶
 
そ
の
他
特
別
の
事
由
に
よ
り
理
事
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
。
 

令
和

７
年

３
月

１
８

日
 

 規
程

第
１

７
号
 



合
 

⑷
 
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
宿
泊
所
及
び
物
件
に
過
大
な
損
害
を

与
え
た
場
合
 

⑸
 
禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
た
場
合
 

⑹
 
休
職
中
の
者
が
復
職
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
な
く
休
職
期
間
が
満
了
し
た

場
合
 

⑺
 
職
制
若
し
く
は
事
業
の
改
廃
又
は
予
算
の
減
少
に
よ
り
過
員
が
生
じ
た

場
合
 

⑻
 
天
災
地
変
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
宿
泊
所
の
業
務
が
継
続
し
て
運
営
す

る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
 

 （
追
加
）
 

 （
追
加
）
 

（
追
加
）
 

 （
追
加
）
 

 （
追
加
）
 

２
 
職
員
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
意
に
反
し
て
こ
れ
を
休

職
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

⑴
 
疾
病
負
傷
の
た
め
医
師
の
診
断
に
よ
り
長
期
の
休
養
を
要
す
る
と
認
め
た

と
き
。
 

⑵
 
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
さ
れ
た
場
合
 

 
⑶
 
そ
の
他
特
別
の
事
由
に
よ
り
理
事
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
。
 

２
 
休
職
の
期
間
は
、
３
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
休
養
を
要
す
る
程
度
に
応
じ
個
々

の
場
合
に
つ
い
て
理
事
長
が
定
め
る
。
 

（
削
除
）
 

３
 
休
職
の
期
間
中
で
あ
っ
て
も
そ
の
事
由
の
消
滅
し
た
と
認
め
た
と
き
は
、
休

職
は
当
然
終
了
し
た
も
の
と
み
な
し
、
速
や
か
に
復
職
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

（
削
除
）
 

４
 
第
１
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
た
職
員
が
、
復
職
し
た
後
１
年

（
第
８
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
病
気
休
暇
の
期
間
を
除
く
。
）
以
内
に
、

再
び
同
一
の
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
、
第
１
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
休
職
に

さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
休
職
期
間
は
、
復
職
前
の
休
職
の
期
間
に
引
き
続

い
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
負
傷
若
し
く
は
疾
病
の
種
類
又
は
勤
務
の
状

況
等
に
よ
り
、
通
算
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
理
事
長
が
認
め
る
場
合
は
こ



の
限
り
で
な
い
。
 

（
削
除
）
 

５
 
休
職
者
は
、
職
員
と
し
て
の
身
分
を
保
有
す
る
が
、
職
務
に
従
事
し
な
い
。
 

（
削
除
）
 

６
 
休
職
者
は
、
休
職
の
期
間
中
規
則
又
は
規
程
に
別
段
の
定
め
の
あ
る
場
合
の

ほ
か
、
い
か
な
る
給
与
も
支
給
し
な
い
。
 

（
降
職
、
免
職
及
び
休
職
の
手
続
）
 

（
降
職
及
び
解
職
）
 

第
１
７
条
 
理
事
長
は
、
前
条
第
１
項
第
２
号
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て

職
員
を
降
職
し
、
若
し
く
は
免
職
す
る
場
合
又
は
前
条
第
２
項
第
１
号
規
定
に

該
当
す
る
も
の
と
し
て
職
員
を
休
職
に
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
医
師
２
名
を

指
定
し
て
あ
ら
か
じ
め
診
断
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
１
７
条
 
職
員
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
理
事
長
は
、
降
職
し
、

又
は
解
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
削
除
）
 

⑴
 
勤
務
成
績
が
良
く
な
い
場
合
 

（
削
除
）
 

⑵
 
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
遂
行
に
支
障
が
あ
り
、
又
は
こ
れ
に
堪
え
な

い
場
合
 

（
削
除
）
 

⑶
 
前
２
号
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
そ
の
職
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く
場

合
 

（
削
除
）
 

⑷
 
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
宿
泊
所
及
び
物
件
に
過
大
な
損
害
を

与
え
た
場
合
 

（
削
除
）
 

⑸
 
禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
た
場
合
 

（
削
除
）
 

⑹
 
休
職
中
の
者
が
復
職
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
な
く
休
職
期
間
が
満
了
し
た

場
合
 

（
削
除
）
 

⑺
 
職
制
若
し
く
は
事
業
の
改
廃
又
は
予
算
の
減
少
に
よ
り
過
員
が
生
じ
た

場
合
 

（
削
除
）
 

⑻
 
天
災
地
変
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
宿
泊
所
の
業
務
が
継
続
し
て
運
営
す

る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
 

２
 
職
員
の
意
に
反
す
る
降
職
若
し
く
は
免
職
又
は
休
職
の
処
分
は
、
そ
の
旨
を

（
追
加
）
 



記
載
し
た
書
類
を
当
該
職
員
に
交
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
前
条
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
る
職
員
の
降
職
又
は
免
職
は
、
当
該
職
員

が
現
に
就
い
て
い
る
職
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
困
難
で
、
下
位

の
職
で
あ
れ
ば
良
好
な
職
務
遂
行
が
期
待
で
き
る
と
判
断
す
る
と
き
は
、
職
務

遂
行
能
力
に
応
じ
た
職
に
降
職
す
る
も
の
と
し
、
下
位
の
職
で
も
良
好
な
職
務

遂
行
が
期
待
で
き
な
い
と
判
断
す
る
と
き
は
免
職
す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
追
加
）
 

（
降
職
の
効
果
）
 

第
１
７
条
の
２
 
第
１
６
条
第
１
項
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
職
員
を
降
職
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
理
事
長
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
降
職
さ
れ
た
職
務
の
級
に
降
格
及
び
降
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

（
追
加
）
 

（
休
職
の
効
果
）
 

第
１
７
条
の
３
 
休
職
の
期
間
は
、
３
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
休
養
を
要
す
る
程

度
に
応
じ
個
々
の
場
合
に
つ
い
て
理
事
長
が
定
め
る
。
 

２
 
理
事
長
は
、
休
職
の
期
間
中
で
あ
っ
て
も
そ
の
理
由
の
消
滅
し
た
と
認
め
た

と
き
は
、
休
職
は
当
然
終
了
し
た
も
の
と
み
な
し
、
速
や
か
に
復
職
を
命
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
理
事
長
は
、
第
１
６
条
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
休
職
を
命
じ
た
者
を

復
職
さ
せ
る
場
合
に
は
、
医
師
２
名
を
指
定
し
て
診
断
さ
せ
、
そ
の
結
果
を
徴

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

４
 
第
１
６
条
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
た
職
員
が
、
復
職
し

た
後
（
第
８
条
の
２
第
２
項
に
規
定
す
る
病
気
休
暇
の
期
間
を
除
く
。
）
に
、

再
び
同
一
の
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
、
第
１
６
条
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ

り
休
職
に
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
休
職
期
間
は
、
復
職
前
の
休
職
の
期
間

に
引
き
続
い
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
負
傷
若
し
く
は
疾
病
の
種
類
又
は

（
追
加
）
 



勤
務
の
状
況
等
に
よ
り
、
通
算
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
理
事
長
が
認
め
る

場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

５
 
第
１
６
条
第
２
項
第
２
号
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
休
職
の
期
間

は
、
当
該
刑
事
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
す
る
間
と
す
る
。
 

６
 
休
職
者
は
、
職
員
と
し
て
の
身
分
を
保
有
す
る
が
、
職
務
に
従
事
し
な
い
。
 

７
 
休
職
者
は
、
休
職
の
期
間
中
規
則
又
は
規
程
に
別
段
の
定
め
の
あ
る
場
合
の

ほ
か
、
い
か
な
る
給
与
も
支
給
し
な
い
。
 

 

附
 
則
 

こ
の
規
則
は
、
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

    


